
 ･2月鉱工業生産確報0.7% ドル円 ユーロ円 24H

119.27 161.83 寄付

07/04/16 119.87 162.40 安値

（月） 118.98 161.45 高値

119.74 162.06 終値

･4月の独ZEW景気期待指数16.5 ドル円 ユーロ円 24H
 119.75 161.99 寄付

07/04/17 119.81 162.17 安値

（火） 118.82 161.22 高値

118.90 161.31 終値

･3月の英CPIは3.1%と過去最高
･2月の景気先行指数27.3% ドル円 ユーロ円 24H

 118.82 161.26 寄付

07/04/18 118.91 161.63 安値

（水） 118.11 160.42 高値

118.68 161.51 終値

･ﾎﾟﾝﾄﾞ/ﾄﾞﾙは26年ぶり高値圏へ
ドル円 ユーロ円 24H

 118.36 161.15 寄付

07/04/19 118.60 161.27 安値

（木） 117.61 159.61 高値

 118.48 161.27 終値

 
 ドル円 ユーロ円 24H

 118.43 161.36 寄付

07/04/20  118.97 161.96 安値

（金） 118.43 161.25 高値

 118.68 161.29 終値

･S&Pが日本の格付けを引き上げ ドル円 ユーロ円 24H
 118.78 161.53 寄付

07/04/23 119.04 161.82 安値

（月） 118.23 160.47 高値

118.66 161.10 終値

 
ドル円 ユーロ円 24H

 118.45 160.86 寄付

07/04/24 118.95 161.78 安値

（火） 118.24 160.23 高値

　 118.58 161.72 終値

 
･3月の貿易収支1兆6335億円 ドル円 ユーロ円 24H

 ･４月の独IFO景況指数108.6 118.58 161.68 寄付

07/04/25 118.85 161.99 安値

（水） 118.27 161.26 高値

118.74 161.94 終値

･NZが政策金利を0.25%引き上げ ドル円 ユーロ円 24H
  118.65 161.84 寄付

07/04/26 119.67 162.80 安値

（木） 118.54 161.72 高値

119.58 162.63 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 119.55 162.52 寄付

07/04/27 119.77 163.29 安値

（金） 118.88 162.22 高値

119.61 163.29 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 119.40 162.68 寄付

07/04/30 119.76 163.15 安値

（月） 119.30 162.42 高値

119.52 163.11 終値

＊製作・著作；「FXニュースレター」          URL；　http://www.fx-newsletter.com/

･ﾕﾝｹﾙﾕｰﾛｸﾞﾙｰﾌﾟ議長｢強いﾕｰﾛ
に狼狽する必要はない｣
･ECB総裁｢為替は両方向にﾘｽｸが
あることを認識する必要あり｣
･米財務長官｢中国の通貨上昇ﾍﾟｰ
ｽは速やかでない｣

･｢5月日銀利上げ｣｢人民元切り上
げ｣｢中国利上げ｣--などの噂多数

･渡辺財務官｢現時点では円が安過
ぎることはない｣
･独財務相｢今週末EU財務相会合
で現在のﾕｰﾛ高が協議される可能
性は低い｣

･3月の米景気先行指数0.1%､4月の
FF連銀製造業業況指数0.2

･3月の英失業率2.9%､同失業者数
増減▲9200人
･NZﾄﾞﾙ/米ﾄﾞﾙが変動相場制以降の
NZﾄﾞﾙ最高値を更新

･ﾕﾝｹﾙﾕｰﾛｸﾞﾙｰﾌﾟ議長｢日本経済
は堅調であり為替を一方向に傾ける
のはﾘｽｸということも理解している｣
･BOE議事録要旨｢4月会合は7対2
で据え置き決定｣

･尾身財務相｢円安ではなくﾕｰﾛ高
という認識｣
･福井日銀総裁｢為替が一方向に行
くﾘｽｸ認識が重要｣
･英中銀総裁｢高い英CPIはｴﾈﾙｷﾞｰ
価格などの予想外の上昇を反映｣

･3月の米CPIは0.6%､同ｺｱCPIは
0.1%､同住宅着工件数151.8万戸､
同鉱工業生産▲0.2%､同設備稼働
率81.4%

･3月の米小売売上高0.7%､4月NY
連銀製造業指数3.8､2月対米長期
証券投資581億ﾄﾞﾙの流入超

･ﾜｼﾝﾄﾝG7声明は2月ｴｯｾﾝG7を踏
襲したもので新味乏しい(14日)
･ｽｲｽ中銀総裁｢ｽｲｽﾌﾗﾝ安は強いｽ
ｲｽ経済を反映していない｣
･ｱﾙﾑﾆｱ欧州委員｢ﾕｰﾛ相場による
問題は起きていない｣

欧米は米経済を受けて一喜一憂。
ただ利下げ観測が高まったとの見
方からﾄﾞﾙは売られ易い。

週末の中国利上げを受けて円は
ｷﾞｬｯﾌﾟを空けて高寄りするも買いは
続かず。東京はじり安。

欧米は米国ｽﾀｸﾞﾌﾚｰｼｮﾝ懸念が台
頭しﾄﾞﾙの足枷材料に。一時119円
を割り込むも徐々に買い戻された。

東京はCPIは予想を下回る伸びに
なったことで失望の円売りが進行す
るも120円には届かず。

≪　４月１６日～３０日の国内外外国為替市場動向　≫

為替レート

東京はやや円高。120円手前で頭
の重さがうかがえるなか福井発言を
受けて一時円買い進行。
欧米は米ｲﾝﾌﾚ懸念の後退からﾄﾞﾙ
が冴えない。対円では安値引け。ﾎﾟ
ﾝﾄﾞが強く､対ﾄﾞﾙでは2.0ﾄﾞﾙ台へ。

為替市況 主要経済指標など 主要発言など

新味のなかったG7声明を受けてｼﾄﾞ
ﾆｰでﾄﾞﾙは高値をつけるも東京が始
まると逆に弱含み。118円台へ。
欧米は発表される米経済指標がや
や弱めの内容となったもののｷｬﾘｰﾄ
ﾚｰﾄﾞの継続から再び円安進行。

･4月月例経済報告で基調判断据え
置き

東京は日銀の早期利上げ観測浮上
で円買い優勢。またﾕｰﾛ/円も償還
玉の円転思惑から小幅ﾕｰﾛ安。
欧米はﾄﾞﾙが全体的に冴えない展
開となったがﾄﾞﾙ/円だけは別格で
方向性乏しい。

欧米は日中株安を受けてNY株式に
注目集まるも意外に底堅い。徐々に
ﾄﾞﾙの買戻しが優勢に。

東京は日本並びに中国に関する噂
が相次ぎ円買い殺到。株安もあり円
ｷｬﾘｰの巻き戻し意欲が強まった。

欧米は発表された米経済指標は好
悪混在で反応しにくい。中東筋など
の買いもありﾎﾟﾝﾄﾞが堅調。

東京は前日の反動もあり円独歩安｡
前日大きく崩れたｱｼﾞｱ株もこの日は
堅調で再び円ｷｬﾘｰ加速も。

欧米はｲﾗｸ情勢の進展にともなう地
政学ﾘｽｸの後退から円ｷｬﾘｰ再開思
惑台頭し、円独歩安。

東京の円相場はﾚﾝｼﾞ。一方NZﾄﾞﾙ
は荒れ模様。利上げは予想通りな
がら総裁発言などが波乱要因に。

東京はGWを前にした輸出企業のﾄﾞ
ﾙ売り意欲強く結果円高｡ﾕｰﾛ債の
償還思惑からﾕｰﾛ/円も小安い。

東京は再び円高｡株式市場が軟調
に推移したことで円ｷｬﾘｰの巻き戻し
が優勢に。

欧米は一部米経済指標の悪化もあ
りﾄﾞﾙ買いにくい。しかし円はｸﾛｽで
弱くﾄﾞﾙ安､円安の展開。

欧米はNYﾀﾞｳが続伸したこともありﾄﾞ
ﾙ高でｽﾀｰﾄ。しかし米財務長官の
発言などもあり、やや上げ渋り。
東京は朝こそ円安で推移したもの
の､日本の格上げを受けて一転円
買い優勢に。
欧米は欧州要人の発言を受けてﾕｰ
ﾛが荒れ模様。否定発言などもあり
上下に大きく振れる展開。

･仏大統領選第1回投票でｻﾙｺｼﾞ氏
ﾄｯﾌﾟ､2位はﾛﾜｲﾔﾙ氏

･ｷﾞﾘｼｬ中銀総裁｢ﾕｰﾛ高で利上げ
の必要性が減少｣(のちに否定ｺﾒﾝﾄ
が出る)
･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ中銀総裁｢ECBは物価ﾘｽｸ
を引き続き警戒｣

･FT紙｢日本の財務省が外準運用の
投資会社設立検討｣(藤井財務次官
がのちに否定)

･ｵｰｽﾄﾘｱ中銀総裁｢為替に関する
G7声明に付け加えることはない｣

･3月の米中古住宅販売612万戸(89
年1月以来の落ち込み)､4月の米消
費者信頼感指数104.0､同ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ
連銀製造業指数▲11

･ﾋﾙﾃﾞﾌﾞﾗﾝﾄ･ｽｲｽ中銀理事｢ｷｬﾘｰﾄ
ﾚｰﾄﾞが後退する幾つかの要因があ
る｣

･3月の米耐久財受注3.4%､同新規
住宅販売件数85.8件数

･ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ中銀総裁｢金利据え置
きは追加利上げがないということで
はない｣

･米地区連銀経済報告｢大部分の地
区で成長は緩やか｣

･RBNZ総裁｢NZﾄﾞﾙは異例で容認出
来ない高水準｣
･ｿﾗﾅEU共通外交安全保障上級代
表｢ｲﾗﾝとの交渉は一般論で一部前
進｣

･3月の全国CPIは0.2%､同鉱工業生
産▲0.6%

･3月の米個人所得0.7%､同個人支
出0.3%､同ｺｱPCE±0､同建設支出
0.2%､4月のｼｶｺﾞ購買部協会指数
52.9

･尾身財務相｢日仏財務相会談で通
貨はﾌｧﾝﾀﾞﾒﾝﾀﾙｽﾞを反映すべきと
一致｣

･第1四半期米GDP速報値1.3%､同
ﾃﾞﾌﾚｰﾀｰ4.0%､同雇用ｺｽﾄ指数
0.8%､4月のﾐｼｶﾞﾝ大消費者信頼感
指数87.1

･日銀総裁｢物価が目先弱くても経
済が望ましい方向なら金利調整を
行なう｣
･日米首脳会談｢北朝鮮が約束を守
らねば厳しい姿勢で臨む必要｣

･中国が預金準備率を0.5%引き上げ
(28日)

･週末のﾄﾙｺ大統領選を巡り政治的
な混乱発生､軍の介入も


